
入学者選抜に関する問い合わせ
生物資源科学部 入学センター  
TEL 0466ｰ84ｰ3812（直通）　E-mail  brs.nyuushi@nihon-u.ac.jp

入学手続時納入金の納入方法について

入学者納入金は下表のとおりを予定しています。出願前に改めて募集要項でご確認ください。
入学金を除く授業料等の納入金は原則として2年次以降卒業年次まで、入学年度と同額です。

本学部に合格し、入学手続を行う場合は、入学手続期限内に所定の納入金を一括して振り込んでください。ただし、一般選抜A個別方式
第1期・N全学統一方式第1期については、他大学または日本大学の他学部・短期大学部（学科）を併願している場合、入学手続期限内に
入学申込金（入学金相当額）を納入することにより、入学手続を延期することもできます。この手続を二段階手続といいます。

入学者納入金 （予定） （単位：円）

納入区分

後期学費
（納入期限９月）

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

後期学費
（納入期限９月）

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

学科

獣医学科

食品ビジネス学科
国際共生学科

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

入学金 授業料

260,000

ー

260,000

ー

425,000

425,000

750,000

750,000

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

後期学費
（納入期限９月） ー 525,000

実験実習料

150,000

150,000

50,000

50,000

75,000

施設設備資金

175,000

175,000

85,000

85,000

100,000

校友会費（準会員）

ー

ー

10,000

10,000

ー

後援会費

15,000

15,000

15,000

15,000

15,000

合計

1,360,000

1,090,000

575,000

845,000

715,000

入学者納入金

学部オリジナル動画、公開中！

動画はこちらから
デバイスによっては、

読み取れない場合もございます。

地球の未来を見つめて、
ずっと前から、SDGsな学部です。
2030 年までの達成をめざし、世界中で取り組みが進められている持続可能な開発目標が「SDGs」です。
日本大学生物資源科学部は、このSDGs に先駆けて、
持続可能な社会を実現するための活動を、学部を挙げて展開。
その多彩な取り組みを、楽しく紹介する動画も公開していますので、
ぜひ、学部ガイドブックと併せてお楽しみください！

日本大学生物資源科学部
NIHON UNIVERSITY College of Bioresource Sciences 

260,000 525,000 75,000 100,000 10,00015,000 985,000

日本大学生物資源科学部
バイオサイエンス学科／動物学科／海洋生物学科／森林学科／
環境学科／アグリサイエンス学科／食品開発学科／食品ビジネス学科／
国際共生学科／獣医保健看護学科／獣医学科

NIHON UNIVERSITY College of Bioresource Sciences

受験ガイド
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08 09

06 07

10 11

1 2

安全で健康に役立つ
未来の食品を創造、開発する

食品開発学科

新
食
素
材
開
発

お
い
し
さ
食の安全

食
品
創
生

機
能
性
食
品

宇宙食開発
フードイノベーション

フューチャー
フードサイエンス

ブレッド＆スイーツサイエンス

食と脳科学

　付加価値の高い農畜産物の生産や
　フラワー装飾について研究する

アグリサイエンス学科

食料生産

スマート農業 品
種
改
良

アグリバイオテクノロジー

フラワーサイエンス
フラワー装飾
ブランディング

酪
農
と
養
豚

乳
製
品

　食の流通やビジネス、
　食にまつわる文化について研究する

食品ビジネス学科

フィールドリサーチ

食
品
産
業

食
料
資
源
食文化

食
品
デ
ザ
イ
ン

食品マーケティング

世界のフードシステム

フードツーリズム
フードコーディネーター

優れた愛玩動物看護師を養成し、
人と動物の健康と福祉に貢献する

獣医保健看護学科

動物病院実習
チーム獣医療
動物看護

ペッ
ト
栄
養

動
物
愛
護

動
物
の
し
つ
け

動物介在活動

動
物
の
適
正
飼
養リハビリテーション

　　国内外での体験を通じグローバルな視点で
　ビジネスや文化・社会を学ぶ

国際共生学科

国際社会協力

持
続
性
社
会

国際人材マネジメント

食料貿易
資
源
循
環データサイエンス

フィールドワーク

コミュニケーション

マーケティング

高度・先端獣医療
小
動
物
の
医
療

家
畜
診
療

人
獣
共
通
感
染
症

家畜の
伝染病

動
物
医
薬

参加型
臨床実習

動
物
再
生
医
療

優れた獣医師を養成し、
動物の健康を守り公衆衛生に貢献する

獣医学科

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル

公衆衛生・動物衛生

01 02 03

04 05

動物の生活史や生体機能、
進化の背景を解明する

動物学科

動物系統分類
動
物
生
命
科
学動物生命史

動物の保全と環境

動
物
遺
伝

動
物
生
理

動物自然史・博物学

昆
虫

細胞と免疫
哺乳類・鳥類

　海洋生物や海洋環境について研究し、
　海洋資源を社会に生かす

海洋生物学科

海洋教育・水族館
海
生
ほ
乳
類

深
海
生
物

水産増養殖
魚病の診断と予防
魚類・無脊椎動物の生理・生態

海洋生物由来の有用物質探索・利用

水産加工食品
海洋環境の保全水

圏
生
態
系

  森林と人間社会との関係を理解し、
  森林の保全と利用を図る

森林学科

森林空間情報

森林環境教育

バイオマス利用

インテリア
プランニングきのこ 樹
木
医

森林フィールド実習

森
林
生
態森林微生物

森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム

身近な自然環境や地球環境、
都市環境、防災について研究する

環境学科

循環型社会・
再生可能エネルギー

自
然
環
境

地
球
環
境

都市環境

リモートセンシングラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

地球温暖化
自然保護ま

ち
づ
く
り

防
災

遺
伝
子
と
ゲ
ノ
ム

発酵
スマートセルインダストリー

栄養と健康
生
理
活
性
物
質 植物医薬と香粧品

サプリメントと薬理学

     　　バイオテクノロジーで生命現象を解明し、
社会に役立てる

バイオサイエンス学科

微生物と

醸造と

生物資源科学部の
新しい11学科で
学べること
生物資源科学部には、生命や食料、資源、環境

に関する諸問題の解決に向け、多彩な視点で

アプローチする11の新学科が誕生しました。

各学科におけるホットなテーマや研究領域を

示すキーワードから、ご自身の興味や好奇心

がかなう学びの舞台を、ぜひ発見してください。
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※付属高等学校及び提携校等における変更内容については記載していません。

昨年度の選抜方法から、以下の点が変更となります。

Q＆A

一般選抜の採点方法について、標準化得点と
ありますが詳しく教えてください。

Q

A 一般選抜では、標準化得点を用いて合否を決定していま
す。標準化得点とは、個々の受験生の素点と全体の平均
点との差を、標準偏差を単位として表したものです。
この方法は、それぞれの受験生の科目の平均点を50にな
るように補正し、科目間における問題の難易度を調整する
ものです。

一般選抜（A個別方式）で、収容人数の関係
上、他試験場での受験になる場合があると記
載がありますが、詳しく教えてください。

Q

A 各試験場（湘南を除く）ごとに設定された収容人員を超え
た場合は、他試験場での受験となります。
なお、湘南試験場は生物資源科学部の校舎です。

※感染症対策や学部行事等により入構を制限している場合がありますので、
　来校前にHP、電話等で状況を確認してください。

一般選抜の過去問の配布や販売はされないの
でしょうか。

Q

A 日本大学生物資源科学部では過去問の配布、販売はしてお
りません。過去問の販売については、各書店等にお問い合
わせください。また、閲覧についてはオープンキャンパス、進
学相談会、生物資源科学部入学センターで対応しています。

一般選抜における追加合格候補者について教
えてください。

Q

A 追加合格候補者は入学者に欠員が生じた場合に追加で
合格者となりますので入学予定者の状況によっては合格
になりません。

各試験室には時計がないと聞いたのですが本当
ですか。

Q

A 試験室には時計がありませんので、必ず時計を持参するよ
うにしてください。ただし、計算機能等の付いた時計や携
帯電話等を時計代わりにすることはできません。

学校推薦型選抜で実施されている確認テスト
について教えてください。

Q

A 確認テストの対象教科は志望学科によって異なります。
獣医学科の場合は、国語、数学、英語の3教科、それ
以外の学科を志望する方は、3教科から2教科を選択す
る方式（試験時間：60分）で行います。出題範囲につい
ては「国語総合（漢文を除く）」、「数学 I・数学Ⅱ・数学
A・数学B（確率分布と統計的な推測を除く）」、「コミュニ
ケーション英語 I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケ
ーション英語Ⅲ・英語表現 I・英語表現Ⅱ」です。高等学
校の授業を理解していれば十分に対応できるレベルのテ
ストです。

個別で進学相談ができる日はありますか？Q
A 生物資源科学部には入学センターがあり、感染症や学部行

事等の状況によりますが、オンラインや対面（キャンパス見
学含む）で進学相談を行っています。ご用命の際には、入学
センターまでお問い合わせください。
【入学センター】
［開室時間］月～土曜日（日曜・祝日を除く）9:00～17:00
［電話］0466ｰ84ｰ3812（直通）

興味深い学科が複数あって迷っています。Q
A 学科を超えた学びも可能です。本学部は全学科がワンキャ

ンパスに集約されているので、自分の学科以外の講義も
簡単に受講することができます。他学科の講義を単位として
認める制度もあります。「食品開発学科」と「食品ビジネス学科」の

違いは？
Q

A 食品の開発や製造について学ぶか、食品の流通や食文
化について学ぶかの違いです。「食品開発学科」では、新
しい食品の開発や加工・製造などに関する理論や、技
術・スキルを学びます。そのため化学など理系科目の比
重が大きくなっています。「食品ビジネス学科」では、食
品産業や流通、消費、食文化などを学びます。そのため
政治・経済、マーケティングなど文系科目の比重が大きく
なっています。

「国際共生学科」は、海外実習や研修が必須な
のでしょうか。

Q

A 推奨しますが、必須ではありません。「国際共生学科」で
は、国内にいながらグローバルに活躍できる人材を育成す
ることも重視しています。国内に住む外国人が増加し多文
化社会が形成されたり、日本から海外へ向けて情報を発
信する機会が急増するなど、国内にいながらグローバル
化に対応する能力が、今後ますます必要となってきます。
そのため、国内におけるフィールドワークや課題解決型プ
ロジェクトなども海外実習や研修同様に重視します。

愛玩動物看護師とは何をする仕事ですか？Q
A 動物の健康や福祉を守る、獣医師の強力なパートナー

です。愛玩動物看護師は、獣医師と協力しペットの健康
を守る新しい国家資格です。具体的には動物病院など
で、獣医師の診療の補助や動物の看護、ペットの飼い主
へ適正な飼養に関する助言などを行います。

「環境学科」の環境とは何を意味しているので
すか？

Q

A 地球環境、自然環境、都市環境の3つを研究分野として
います。地球環境とは、気象や地球温暖化など地球全体
の環境。自然環境とは、生物が棲息する水や土壌、大気
などの身近な環境。都市環境とは、私たちが暮らす街や
都市、社会基盤を指します。それぞれの環境で起こってい
る問題を解決します。

「食品ビジネス学科」と「国際共生学科」が該当します。
上記2学科は文系科目だけで受験できます。

文系科目だけで受験できる学科はありますか。Q
A

学びについて選抜について

その他

動物についてはどの学科で学べますか？Q
A 「動物学科」、「獣医学科」、「獣医保健看護学科」、「アグリ

サイエンス学科」などで学べます。純粋に動物の生理機能
や生態、進化などについて学びたいのなら「動物学科」、
動物の病気を治したり、健康を守ったりする仕事がした
いなら「獣医学科」や「獣医保健看護学科」、畜産に興味
があるのなら「アグリサイエンス学科（動物性食資源分野）」
などをご検討ください。

植物についてはどの学科で学べますか？Q
A 「アグリサイエンス学科」、「森林学科」、「バイオサイエン

ス学科」などで学べます。作物や果樹に興味があり、食
料生産に関わる仕事がしたいなら「アグリサイエンス学科
（植物性食資源分野）」、花の栽培や品種改良、装飾など
に興味があるなら「アグリサイエンス学科（フラワーサイエ
ンス分野）」、植物の生理機能や生態を科学的に解明した
いなら「バイオサイエンス学科（微生物・植物コース）」、森
林の植物や樹木、きのこなどに興味があるなら「森林学
科」などをご検討ください。

学校推薦型選抜等での面接について教えてください。

面接は受験生1名につき面接担当者3名で、志望理由や将来の
夢など様 な々質問を行います。面接時間は10～15分程度です。

Q
A

一般選抜 ① 試験会場の変更
② 第二志望の廃止

学校推薦型選抜 ① 獣医学科のみ確認テストの構成を「国語、数学、英語より2教科選択」から「3教科全て」に変更
② 校友子女選抜の出願登録方法及び出願書類の変更

総合型選抜 学科により選考日程の変更



3 4

※付属高等学校及び提携校等における変更内容については記載していません。

昨年度の選抜方法から、以下の点が変更となります。

Q＆A

一般選抜の採点方法について、標準化得点と
ありますが詳しく教えてください。

Q

A 一般選抜では、標準化得点を用いて合否を決定していま
す。標準化得点とは、個々の受験生の素点と全体の平均
点との差を、標準偏差を単位として表したものです。
この方法は、それぞれの受験生の科目の平均点を50にな
るように補正し、科目間における問題の難易度を調整する
ものです。

一般選抜（A個別方式）で、収容人数の関係
上、他試験場での受験になる場合があると記
載がありますが、詳しく教えてください。

Q

A 各試験場（湘南を除く）ごとに設定された収容人員を超え
た場合は、他試験場での受験となります。
なお、湘南試験場は生物資源科学部の校舎です。

※感染症対策や学部行事等により入構を制限している場合がありますので、
　来校前にHP、電話等で状況を確認してください。

一般選抜の過去問の配布や販売はされないの
でしょうか。

Q

A 日本大学生物資源科学部では過去問の配布、販売はしてお
りません。過去問の販売については、各書店等にお問い合
わせください。また、閲覧についてはオープンキャンパス、進
学相談会、生物資源科学部入学センターで対応しています。

一般選抜における追加合格候補者について教
えてください。

Q

A 追加合格候補者は入学者に欠員が生じた場合に追加で
合格者となりますので入学予定者の状況によっては合格
になりません。

各試験室には時計がないと聞いたのですが本当
ですか。

Q

A 試験室には時計がありませんので、必ず時計を持参するよ
うにしてください。ただし、計算機能等の付いた時計や携
帯電話等を時計代わりにすることはできません。

学校推薦型選抜で実施されている確認テスト
について教えてください。

Q

A 確認テストの対象教科は志望学科によって異なります。
獣医学科の場合は、国語、数学、英語の3教科、それ
以外の学科を志望する方は、3教科から2教科を選択す
る方式（試験時間：60分）で行います。出題範囲につい
ては「国語総合（漢文を除く）」、「数学 I・数学Ⅱ・数学
A・数学B（確率分布と統計的な推測を除く）」、「コミュニ
ケーション英語 I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケ
ーション英語Ⅲ・英語表現 I・英語表現Ⅱ」です。高等学
校の授業を理解していれば十分に対応できるレベルのテ
ストです。

個別で進学相談ができる日はありますか？Q
A 生物資源科学部には入学センターがあり、感染症や学部行

事等の状況によりますが、オンラインや対面（キャンパス見
学含む）で進学相談を行っています。ご用命の際には、入学
センターまでお問い合わせください。
【入学センター】
［開室時間］月～土曜日（日曜・祝日を除く）9:00～17:00
［電話］0466ｰ84ｰ3812（直通）

興味深い学科が複数あって迷っています。Q
A 学科を超えた学びも可能です。本学部は全学科がワンキャ

ンパスに集約されているので、自分の学科以外の講義も
簡単に受講することができます。他学科の講義を単位として
認める制度もあります。「食品開発学科」と「食品ビジネス学科」の

違いは？
Q

A 食品の開発や製造について学ぶか、食品の流通や食文
化について学ぶかの違いです。「食品開発学科」では、新
しい食品の開発や加工・製造などに関する理論や、技
術・スキルを学びます。そのため化学など理系科目の比
重が大きくなっています。「食品ビジネス学科」では、食
品産業や流通、消費、食文化などを学びます。そのため
政治・経済、マーケティングなど文系科目の比重が大きく
なっています。

「国際共生学科」は、海外実習や研修が必須な
のでしょうか。

Q

A 推奨しますが、必須ではありません。「国際共生学科」で
は、国内にいながらグローバルに活躍できる人材を育成す
ることも重視しています。国内に住む外国人が増加し多文
化社会が形成されたり、日本から海外へ向けて情報を発
信する機会が急増するなど、国内にいながらグローバル
化に対応する能力が、今後ますます必要となってきます。
そのため、国内におけるフィールドワークや課題解決型プ
ロジェクトなども海外実習や研修同様に重視します。

愛玩動物看護師とは何をする仕事ですか？Q
A 動物の健康や福祉を守る、獣医師の強力なパートナー

です。愛玩動物看護師は、獣医師と協力しペットの健康
を守る新しい国家資格です。具体的には動物病院など
で、獣医師の診療の補助や動物の看護、ペットの飼い主
へ適正な飼養に関する助言などを行います。

「環境学科」の環境とは何を意味しているので
すか？

Q

A 地球環境、自然環境、都市環境の3つを研究分野として
います。地球環境とは、気象や地球温暖化など地球全体
の環境。自然環境とは、生物が棲息する水や土壌、大気
などの身近な環境。都市環境とは、私たちが暮らす街や
都市、社会基盤を指します。それぞれの環境で起こってい
る問題を解決します。

「食品ビジネス学科」と「国際共生学科」が該当します。
上記2学科は文系科目だけで受験できます。

文系科目だけで受験できる学科はありますか。Q
A

学びについて選抜について

その他

動物についてはどの学科で学べますか？Q
A 「動物学科」、「獣医学科」、「獣医保健看護学科」、「アグリ

サイエンス学科」などで学べます。純粋に動物の生理機能
や生態、進化などについて学びたいのなら「動物学科」、
動物の病気を治したり、健康を守ったりする仕事がした
いなら「獣医学科」や「獣医保健看護学科」、畜産に興味
があるのなら「アグリサイエンス学科（動物性食資源分野）」
などをご検討ください。

植物についてはどの学科で学べますか？Q
A 「アグリサイエンス学科」、「森林学科」、「バイオサイエン

ス学科」などで学べます。作物や果樹に興味があり、食
料生産に関わる仕事がしたいなら「アグリサイエンス学科
（植物性食資源分野）」、花の栽培や品種改良、装飾など
に興味があるなら「アグリサイエンス学科（フラワーサイエ
ンス分野）」、植物の生理機能や生態を科学的に解明した
いなら「バイオサイエンス学科（微生物・植物コース）」、森
林の植物や樹木、きのこなどに興味があるなら「森林学
科」などをご検討ください。

学校推薦型選抜等での面接について教えてください。

面接は受験生1名につき面接担当者3名で、志望理由や将来の
夢など様 な々質問を行います。面接時間は10～15分程度です。

Q
A

一般選抜 ① 試験会場の変更
② 第二志望の廃止

学校推薦型選抜 ① 獣医学科のみ確認テストの構成を「国語、数学、英語より2教科選択」から「3教科全て」に変更
② 校友子女選抜の出願登録方法及び出願書類の変更

総合型選抜 学科により選考日程の変更
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1　Ａ個別方式第1期：募集人員・日程・試験場

外国語（100点）

4　科目別時間割・配点

5　変更点

時　間　割

※　各科目の標準化得点の合計得点で合否を判定します。

（試験場） 下記の都市で実施予定。試験場の詳細は一般選抜募集要項で確認してください。
　　　　　 仙台／水戸／宇都宮／高崎／千葉／八王子／新潟／静岡／名古屋／大阪／福岡／東京／湘南
　　　　　 ※ 試験場の都市は変更になる場合があります。改めて出願時に確認してください。
　　　　　 ※ 試験場は出願時に、各自の希望により選択できます。ただし、選択時に収容人数が既に超過の場合は他試験場での受験となります。

①試験場の変更
②第二志望の廃止

5　変更点 ①試験場の変更
②第二志望の廃止

2　入学検定料　35，000円 2　入学検定料　35，000円

科目（配点）

令和6年
2月9日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
2月16日（金）

令和6年
2月2日（金）

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

60名
40名
45名
35名
40名
42名
45名
45名
45名
25名
47名

出願締切日 入学手続締切日学　科 募集人員 試験日 合格発表日時

11：00～12：00 13：00～15：00

選択2科目（各100点　合計200点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

国　語
数　学

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」、「政治・経済」

国　語
数　学
理　科
地理歴史
及び公民

食品ビジネス学科
国際共生学科

外国語

獣医学科 数　学 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

令和6年
1月24日（水）
（必着）

必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択

1　Ａ個別方式第2期：募集人員・日程・試験場

（試験場） 下記の都市で実施予定。試験場の詳細は一般選抜募集要項で確認してください。
　　　　　 名古屋／大阪／東京／湘南   
　　　　　 ※ 試験場の都市は変更になる場合があります。改めて出願時に確認してください。　　　　　 
　　　　　 ※ 試験場は出願時に、各自の希望により選択できます。ただし、選択時に収容人数が既に超過の場合は他試験場での受験となります。

外国語（100点）

4　科目別時間割・配点
時　間　割

※　各科目の標準化得点の合計得点で合否を判定します。

科目（配点）

11：00～12：00 13：00～15：00

選択2科目（各100点　合計200点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

（「地理歴史」、
「公民」間の
組合わせは不可）

【郵送でのみ受付】

令和6年
3月1日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
3月11日（月）

令和6年
2月20日（火）

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

20名
13名
13名
11名
12名
13名
13名
13名
13名
  7名
10名

出願締切日 入学手続締切日学　科 募集人員 試験日 合格発表日時

令和6年
2月13日（火）
（必着）
【郵送でのみ受付】

学　科                    教　科 選択方法科　目

国　語
数　学

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」、「政治・経済」

国　語
数　学
理　科
地理歴史
及び公民

食品ビジネス学科
国際共生学科

外国語

獣医学科 数　学 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択
（「地理歴史」、
「公民」間の
組合わせは不可）

学　科                    教　科 選択方法科　目

一般選抜A個別方式概要 第1期 一般選抜A個別方式概要 第2期
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1　Ａ個別方式第1期：募集人員・日程・試験場

外国語（100点）

4　科目別時間割・配点

5　変更点

時　間　割

※　各科目の標準化得点の合計得点で合否を判定します。

（試験場） 下記の都市で実施予定。試験場の詳細は一般選抜募集要項で確認してください。
　　　　　 仙台／水戸／宇都宮／高崎／千葉／八王子／新潟／静岡／名古屋／大阪／福岡／東京／湘南
　　　　　 ※ 試験場の都市は変更になる場合があります。改めて出願時に確認してください。
　　　　　 ※ 試験場は出願時に、各自の希望により選択できます。ただし、選択時に収容人数が既に超過の場合は他試験場での受験となります。

①試験場の変更
②第二志望の廃止

5　変更点 ①試験場の変更
②第二志望の廃止

2　入学検定料　35，000円 2　入学検定料　35，000円

科目（配点）

令和6年
2月9日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
2月16日（金）

令和6年
2月2日（金）

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

60名
40名
45名
35名
40名
42名
45名
45名
45名
25名
47名

出願締切日 入学手続締切日学　科 募集人員 試験日 合格発表日時

11：00～12：00 13：00～15：00

選択2科目（各100点　合計200点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

国　語
数　学

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」、「政治・経済」

国　語
数　学
理　科
地理歴史
及び公民

食品ビジネス学科
国際共生学科

外国語

獣医学科 数　学 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

令和6年
1月24日（水）
（必着）

必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択

1　Ａ個別方式第2期：募集人員・日程・試験場

（試験場） 下記の都市で実施予定。試験場の詳細は一般選抜募集要項で確認してください。
　　　　　 名古屋／大阪／東京／湘南   
　　　　　 ※ 試験場の都市は変更になる場合があります。改めて出願時に確認してください。　　　　　 
　　　　　 ※ 試験場は出願時に、各自の希望により選択できます。ただし、選択時に収容人数が既に超過の場合は他試験場での受験となります。

外国語（100点）

4　科目別時間割・配点
時　間　割

※　各科目の標準化得点の合計得点で合否を判定します。

科目（配点）

11：00～12：00 13：00～15：00

選択2科目（各100点　合計200点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

（「地理歴史」、
「公民」間の
組合わせは不可）

【郵送でのみ受付】

令和6年
3月1日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
3月11日（月）

令和6年
2月20日（火）

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

20名
13名
13名
11名
12名
13名
13名
13名
13名
  7名
10名

出願締切日 入学手続締切日学　科 募集人員 試験日 合格発表日時

令和6年
2月13日（火）
（必着）
【郵送でのみ受付】

学　科                    教　科 選択方法科　目

国　語
数　学

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」、「政治・経済」

国　語
数　学
理　科
地理歴史
及び公民

食品ビジネス学科
国際共生学科

外国語

獣医学科 数　学 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択
（「地理歴史」、
「公民」間の
組合わせは不可）

学　科                    教　科 選択方法科　目
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（1）　上記の選択科目を指定科目数以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。
（2）　医学部を併願していて、「理科」を合否判定に使用する場合は、第1解答科目のみを合否判定に使用します。
（3）　上記の科目を標準化得点に換算し、合否判定します。

1　N全学統一方式第1期：募集人員・日程

数学①、地理歴史、公民
1教科1科目を選択（100点）

外国語（100点） 国語（100点）

4　科目別時間割・配点

時　間　割

※　「数学①」、「地理歴史」、「公民」は同一時間割のため、組合わせ不可。

※ 出願期間、出願方法、試験場の詳細は一般選抜募集要項でご確認ください。

2　入学検定料　18，000円 

科目（配点）

8名
5名
6名
5名
5名
5名
6名
6名
6名
3名
5名

学　科 募集人員

16：30～17：30 12：50～13：50 14：40～15：40 2科目受験者 09：30～11：40
1科目受験者 10：40～11：40

理科（100点）
数学①、地理歴史、公民
1教科1科目を選択（100点）

外国語（100点） 国語（100点）

時　間　割

科目（配点）

16：30～17：30 12：50～13：50 14：40～15：40 2科目受験者 09：30～11：40
1科目受験者 10：40～11：40

理科（100点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

国　語
数学①

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

食品ビジネス学科
国際共生学科

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

獣医学科
数学① 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択※

国　語
数学①
理　科
地理歴史
公　民

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」
「政治・経済」

「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「国語総合（漢文を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

（1）　上記の選択科目を指定科目数以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。
（2）　医学部を併願していて、「理科」を合否判定に使用する場合は、第1解答科目のみを合否判定に使用します。
（3）　上記の科目を標準化得点に換算し、合否判定します。

1　N全学統一方式第2期：募集人員・日程

4　科目別時間割・配点

※ 出願期間、出願方法、試験場の詳細は一般選抜募集要項でご確認ください。

2　入学検定料　18，000円 

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

7名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
2名
3名

学　科 募集人員

3　試験教科・科目 （2教科2科目　合計200点、 獣医学科は3教科3科目　合計300点）

令和6年
2月9日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
2月16日（金）

令和6年
2月1日（木）

出願締切日 入学手続締切日試験日 合格発表日時

令和6年
1月19日（金）
（必着）
【郵送でのみ受付】

令和6年
3月13日（水）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
3月18日（月）

令和6年
3月4日（月）

出願締切日 入学手続締切日試験日 合格発表日時

令和6年
2月23日（祝・金）
（必着）
【郵送でのみ受付】

学　科                    教　科 選択方法科　目

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

食品ビジネス学科
国際共生学科

獣医学科
数学① 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

必須

1科目選択

学　科                    教　科 選択方法科　目

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」外国語

理　科

必須

1科目選択「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語 「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

国　語
数学①
理　科
地理歴史
公　民

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」
「日本史B」、「世界史B」、「地理B」
「政治・経済」
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（1）　上記の選択科目を指定科目数以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。
（2）　医学部を併願していて、「理科」を合否判定に使用する場合は、第1解答科目のみを合否判定に使用します。
（3）　上記の科目を標準化得点に換算し、合否判定します。

1　N全学統一方式第1期：募集人員・日程

数学①、地理歴史、公民
1教科1科目を選択（100点）

外国語（100点） 国語（100点）

4　科目別時間割・配点

時　間　割

※　「数学①」、「地理歴史」、「公民」は同一時間割のため、組合わせ不可。

※ 出願期間、出願方法、試験場の詳細は一般選抜募集要項でご確認ください。

2　入学検定料　18，000円 

科目（配点）

8名
5名
6名
5名
5名
5名
6名
6名
6名
3名
5名

学　科 募集人員

16：30～17：30 12：50～13：50 14：40～15：40 2科目受験者 09：30～11：40
1科目受験者 10：40～11：40

理科（100点）
数学①、地理歴史、公民
1教科1科目を選択（100点）

外国語（100点） 国語（100点）

時　間　割

科目（配点）

16：30～17：30 12：50～13：50 14：40～15：40 2科目受験者 09：30～11：40
1科目受験者 10：40～11：40

理科（100点）

3　試験教科・科目 （3教科3科目　合計300点）

国　語
数学①

理　科 

外国語バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

食品ビジネス学科
国際共生学科

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

獣医学科
数学① 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

1科目選択

必須

必須

必須

1科目選択

2教科2科目選択※

国　語
数学①
理　科
地理歴史
公　民

「日本史B」、「世界史B」、「地理B」
「政治・経済」

「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「国語総合（漢文を除く）」

「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

（1）　上記の選択科目を指定科目数以上受験した場合は、高得点の教科・科目を合否判定に使用します。
（2）　医学部を併願していて、「理科」を合否判定に使用する場合は、第1解答科目のみを合否判定に使用します。
（3）　上記の科目を標準化得点に換算し、合否判定します。

1　N全学統一方式第2期：募集人員・日程

4　科目別時間割・配点

※ 出願期間、出願方法、試験場の詳細は一般選抜募集要項でご確認ください。

2　入学検定料　18，000円 

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科

7名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
5名
2名
3名

学　科 募集人員

3　試験教科・科目 （2教科2科目　合計200点、 獣医学科は3教科3科目　合計300点）

令和6年
2月9日（金）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
2月16日（金）

令和6年
2月1日（木）

出願締切日 入学手続締切日試験日 合格発表日時

令和6年
1月19日（金）
（必着）
【郵送でのみ受付】

令和6年
3月13日（水）
13：00～
※インターネットによる
　合否案内

令和6年
3月18日（月）

令和6年
3月4日（月）

出願締切日 入学手続締切日試験日 合格発表日時

令和6年
2月23日（祝・金）
（必着）
【郵送でのみ受付】

学　科                    教　科 選択方法科　目

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

食品ビジネス学科
国際共生学科

獣医学科
数学① 「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」

「物理基礎・物理」
「化学基礎・化学」
「生物基礎・生物」

外国語

理　科

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

必須

1科目選択

学　科                    教　科 選択方法科　目

「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」外国語

理　科

必須

1科目選択「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」

外国語 「コミュニケーション英語I・コミュニケーション英語Ⅱ・コミュニケーション英語Ⅲ・英語表現I・英語表現Ⅱ」 必須

1教科選択

国　語
数学①
理　科
地理歴史
公　民

「国語総合（漢文を除く）」
「数学I・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ（確率分布と統計的な推測を除く）」
「物理基礎・物理」、「化学基礎・化学」、「生物基礎・生物」
「日本史B」、「世界史B」、「地理B」
「政治・経済」
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一般選抜N全学統一方式概要 第1期 一般選抜N全学統一方式概要 第2期



1　募集人員

 バイオサイエンス学科  15名／動物学科  10名／海洋生物学科  10名／森林学科  8名／環境学科  8名／アグリサイエンス学科  10名／
 食品開発学科  10名／食品ビジネス学科  10名／国際共生学科  10名／獣医保健看護学科  5名

　
2　出願資格

 高等学校または中等教育学校等を卒業した者あるいは令和6年3月卒業見込みの者及び
 それと同等以上の学力があると認められる者（学校教育法施行規則第150条）

3　出願要件

 本学部・学科のアドミッション・ポリシー及び教育・研究内容を十分理解し、
 当該学科を第1志望とし、合格後は入学を確約できる者

4　出願期間　　

　　　令和5年9月19日（火）～9月22日（金）　郵送必着

◎1次選考 ①　選考方法　書類選考
   ②　出願書類　
   　　※募集要項は8月5日（土）以降に配布する予定です。　　
　　　　　　　　　   （1）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
　　　　　　　　　   （2）　志望理由書（本学部所定の用紙）
　　　　　　　　　   （3）　小論文課題
　　　　　　　　　   （4）　出身学校調査書
   ③　入学検定料　35，000円
   ④　1次選考合格発表日　令和5年10月6日（金）に郵送にて発送します

◎2次選考　  
　　　　　　　　 バイオサイエンス学科／森林学科／環境学科／アグリサイエンス学科／食品ビジネス学科

   ①　選考日
   　   令和5年10月21日（土）　
   ②　選考方法
   　　各学科内容に関連する実験・実習・演習（1次選考に関する内容）とそれらに関連する発表、口述試問
   　　※学科により課される内容は異なります。

    動物学科／海洋生物学科／食品開発学科／国際共生学科／獣医保健看護学科

   ①　選考日
   　   令和5年10月21日（土）及び22日（日）《2日間参加のこと》　
   ②　選考方法
   　 〈1日目〉各学科内容に関連する実験・実習・演習（1次選考に関する内容）
   　 〈2日目〉実験・実習・演習に関連する発表、口述試問
   　　※学科により課される内容は異なります。

5　合格発表日

 令和5年11月1日（水）13時
 インターネットによる合否案内

　
6　入学手続締切日

 令和5年11月10日（金）
　　
7　昨年度　1次選考課題 ［参考］

 昨年の小論文の課題です。右ページをご覧ください
　　

 バイオサイエンス学科

 動物学科

 海洋生物学科

   

 森林学科

 環境学科

 アグリサイエンス学科

 食品開発学科

   

 食品ビジネス学科

  

 国際共生学科

 獣医保健看護学科

 学 科　　　　　　　     課 題　

総合型選抜概要
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アドミッション・
ポリシーはこちらから

ご確認ください
デバイスによって

読み取れない場合があります

生物に関連する特定の学術や研究、あるいは技術の中から具体的なテーマを一つ選定し、その概要を説明した上で、
それがどのように社会に貢献するか、自分の考えを述べなさい。その際、あなたが本学科アドミッションポリシーの
６番［AP6］にふさわしい入学者であることが分かるように書きなさい。

哺乳類の歯の構造や特徴と食性との関係について論じなさい。

森林の持つ多様な機能には以下のようなものがあります。この中から３つの機能を選び、私たちの生活との関係、今後
さらに期待される役割について、各自の考えを述べなさい。

近年、私たちの身の回りの食料品価格の上昇が続いています。この値上がりの背景にある社会経済的要因について
考察し、説明しなさい。

SDGsの17の目標から1つを選び、その目標を達成するためにはどうしたらよいのか、グローバルビジネス、文化・
社会環境、情報・コミュニケーションのいずれかの観点から具体的に論じなさい。

醤油・食酢・納豆・日本酒といった日本の伝統的な発酵食品をはじめ、世界には様々な発酵食品があり、最近では
微生物を利用した新たな食品の開発が試みられています。そこで、国内外を問わず、近年の微生物の食品への利用に
関する新しい取組を紹介してください。また、未知の有用な微生物を得ることができる微生物の分離源（場所やもの等）
として期待が持てるものを考え、それに関して期待できる理由も含めて説明してください。

動物の「行動」は、一般的に、外部環境からの刺激に対する反応としての動作である。身体中で成長ホルモン遺伝子
が多く発現する成長ホルモン遺伝子組換えサケは、遺伝子を組換えていない普通のサケと較べて最大で４０倍もの高
成長を示す。この遺伝子組換えサケと同じ大きさの非遺伝子組換えサケをペアにして１つの水槽に収容した。このよう
なペアを薄暗い部屋に１０セット準備し、１つの水槽に５個の餌を投げ込んで、どちらが食べるのか競争させた。その
結果、成長ホルモン遺伝子組換えサケが偶然ではなく、統計的により多くの餌を食べることを確認できた。この結果
からどのような事柄を推測できるのかを記せ。

人は地球上で生き物と密接に関係しながら環境を形作っています。その環境を保全する意義について、あなたの考え
を述べなさい。

最近のわが国の農業には、国内外の期待に応えられるような価値のある農産物の生産が求められています。今後，農
産物の価値をより一層高めるために、あなたならどのような研究を行いますか。そして、その価値を高めたことによって、
どのような利点が生まれることを期待しますか。対象とする農産物の種類と、高めようとする価値ならびにそれらを選
んだ理由を明らかにして、論じてください。独創的な考えを期待します。

現在の動物看護師の資格は、民間団体によって認定され、その民間団体も複数存在するため、それぞれの資格の趣
旨や認定条件はバラバラなのが実態です。このような状態が長年続きましたが、令和元年６月に愛玩動物看護師法が
制定されたことにより動物看護師は「愛玩動物看護師」という新名称で国家資格化され、来年には第１回愛玩動物看護
師国家試験が実施されます。そこで、なぜ社会は愛玩動物看護師を必要とするようになり、さらに国（環境省と農林
水産省）は愛玩動物看護師を国家資格として法整備したのか、その背景となる事例も含めてわかりやすくまとめてくだ
さい。その上で、将来、あなたは愛玩動物看護師となって、社会にどのように貢献しようと考えているのか、述べて下さい。

１. 生物多様性保全　２. 地球環境保全　３. 土砂災害防止機能／土壌保全機能　４. 水源涵養機能　
５. 保健・レクリエーション機能　６. 快適環境形成機能　７. 文化機能　８. 物質生産機能

出所：『林野庁　森林の有する多面的機能』より　https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tamenteki/con_1.html

参 　考

注：学科により選考日程が異なります。 



1　募集人員

 バイオサイエンス学科  15名／動物学科  10名／海洋生物学科  10名／森林学科  8名／環境学科  8名／アグリサイエンス学科  10名／
 食品開発学科  10名／食品ビジネス学科  10名／国際共生学科  10名／獣医保健看護学科  5名

　
2　出願資格

 高等学校または中等教育学校等を卒業した者あるいは令和6年3月卒業見込みの者及び
 それと同等以上の学力があると認められる者（学校教育法施行規則第150条）

3　出願要件

 本学部・学科のアドミッション・ポリシー及び教育・研究内容を十分理解し、
 当該学科を第1志望とし、合格後は入学を確約できる者

4　出願期間　　

　　　令和5年9月19日（火）～9月22日（金）　郵送必着

◎1次選考 ①　選考方法　書類選考
   ②　出願書類　
   　　※募集要項は8月5日（土）以降に配布する予定です。　　
　　　　　　　　　   （1）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
　　　　　　　　　   （2）　志望理由書（本学部所定の用紙）
　　　　　　　　　   （3）　小論文課題
　　　　　　　　　   （4）　出身学校調査書
   ③　入学検定料　35，000円
   ④　1次選考合格発表日　令和5年10月6日（金）に郵送にて発送します

◎2次選考　  
　　　　　　　　 バイオサイエンス学科／森林学科／環境学科／アグリサイエンス学科／食品ビジネス学科

   ①　選考日
   　   令和5年10月21日（土）　
   ②　選考方法
   　　各学科内容に関連する実験・実習・演習（1次選考に関する内容）とそれらに関連する発表、口述試問
   　　※学科により課される内容は異なります。

    動物学科／海洋生物学科／食品開発学科／国際共生学科／獣医保健看護学科

   ①　選考日
   　   令和5年10月21日（土）及び22日（日）《2日間参加のこと》　
   ②　選考方法
   　 〈1日目〉各学科内容に関連する実験・実習・演習（1次選考に関する内容）
   　 〈2日目〉実験・実習・演習に関連する発表、口述試問
   　　※学科により課される内容は異なります。

5　合格発表日

 令和5年11月1日（水）13時
 インターネットによる合否案内

　
6　入学手続締切日

 令和5年11月10日（金）
　　
7　昨年度　1次選考課題 ［参考］

 昨年の小論文の課題です。右ページをご覧ください
　　

 バイオサイエンス学科

 動物学科

 海洋生物学科

   

 森林学科

 環境学科

 アグリサイエンス学科

 食品開発学科

   

 食品ビジネス学科

  

 国際共生学科

 獣医保健看護学科

 学 科　　　　　　　     課 題　

総合型選抜概要
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アドミッション・
ポリシーはこちらから

ご確認ください
デバイスによって

読み取れない場合があります

生物に関連する特定の学術や研究、あるいは技術の中から具体的なテーマを一つ選定し、その概要を説明した上で、
それがどのように社会に貢献するか、自分の考えを述べなさい。その際、あなたが本学科アドミッションポリシーの
６番［AP6］にふさわしい入学者であることが分かるように書きなさい。

哺乳類の歯の構造や特徴と食性との関係について論じなさい。

森林の持つ多様な機能には以下のようなものがあります。この中から３つの機能を選び、私たちの生活との関係、今後
さらに期待される役割について、各自の考えを述べなさい。

近年、私たちの身の回りの食料品価格の上昇が続いています。この値上がりの背景にある社会経済的要因について
考察し、説明しなさい。

SDGsの17の目標から1つを選び、その目標を達成するためにはどうしたらよいのか、グローバルビジネス、文化・
社会環境、情報・コミュニケーションのいずれかの観点から具体的に論じなさい。

醤油・食酢・納豆・日本酒といった日本の伝統的な発酵食品をはじめ、世界には様々な発酵食品があり、最近では
微生物を利用した新たな食品の開発が試みられています。そこで、国内外を問わず、近年の微生物の食品への利用に
関する新しい取組を紹介してください。また、未知の有用な微生物を得ることができる微生物の分離源（場所やもの等）
として期待が持てるものを考え、それに関して期待できる理由も含めて説明してください。

動物の「行動」は、一般的に、外部環境からの刺激に対する反応としての動作である。身体中で成長ホルモン遺伝子
が多く発現する成長ホルモン遺伝子組換えサケは、遺伝子を組換えていない普通のサケと較べて最大で４０倍もの高
成長を示す。この遺伝子組換えサケと同じ大きさの非遺伝子組換えサケをペアにして１つの水槽に収容した。このよう
なペアを薄暗い部屋に１０セット準備し、１つの水槽に５個の餌を投げ込んで、どちらが食べるのか競争させた。その
結果、成長ホルモン遺伝子組換えサケが偶然ではなく、統計的により多くの餌を食べることを確認できた。この結果
からどのような事柄を推測できるのかを記せ。

人は地球上で生き物と密接に関係しながら環境を形作っています。その環境を保全する意義について、あなたの考え
を述べなさい。

最近のわが国の農業には、国内外の期待に応えられるような価値のある農産物の生産が求められています。今後，農
産物の価値をより一層高めるために、あなたならどのような研究を行いますか。そして、その価値を高めたことによって、
どのような利点が生まれることを期待しますか。対象とする農産物の種類と、高めようとする価値ならびにそれらを選
んだ理由を明らかにして、論じてください。独創的な考えを期待します。

現在の動物看護師の資格は、民間団体によって認定され、その民間団体も複数存在するため、それぞれの資格の趣
旨や認定条件はバラバラなのが実態です。このような状態が長年続きましたが、令和元年６月に愛玩動物看護師法が
制定されたことにより動物看護師は「愛玩動物看護師」という新名称で国家資格化され、来年には第１回愛玩動物看護
師国家試験が実施されます。そこで、なぜ社会は愛玩動物看護師を必要とするようになり、さらに国（環境省と農林
水産省）は愛玩動物看護師を国家資格として法整備したのか、その背景となる事例も含めてわかりやすくまとめてくだ
さい。その上で、将来、あなたは愛玩動物看護師となって、社会にどのように貢献しようと考えているのか、述べて下さい。

１. 生物多様性保全　２. 地球環境保全　３. 土砂災害防止機能／土壌保全機能　４. 水源涵養機能　
５. 保健・レクリエーション機能　６. 快適環境形成機能　７. 文化機能　８. 物質生産機能

出所：『林野庁　森林の有する多面的機能』より　https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/tamenteki/con_1.html

参 　考

注：学科により選考日程が異なります。 



指定校制 公募制

1　募集人員

 バイオサイエンス学科  10名／動物学科  7名／海洋生物学科  7名／森林学科  4名／環境学科  4名／アグリサイエンス学科  5名／
 食品開発学科  7名／食品ビジネス学科  7名／国際共生学科  7名／獣医保健看護学科  4名／獣医学科　13名

2　出願要件

 次の（1）～（3）のすべての要件を満たす者（日本大学の付属高等学校等の在学生を除く）
 （1）　本学部を第一志望とし、高等学校、中等教育学校（後期課程を含む）又は文部科学省が認定する在外教育施設※を
 　　  令和6年3月に卒業見込みの者または令和5年3月に卒業した者
 （2）　人物・学業ともに優秀で出身高等学校長の推薦を受けることのできる者
 （3）　合格後は入学を確約できる者
 ※ 在外教育施設は令和5年3月～令和6年3月までに卒業、卒業見込みの者を含む

3　選考方法

 書類選考、確認テスト及び面接により総合的に判定します。
 ※ 確認テストについては、P3を参照してください。

4　出願手続

 ①　出願書類　　
  （1）　出身高等学校長の推薦書（本学部所定の用紙）
  （2）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
  （3）　推薦入学志願者調書（本学部所定の用紙）
  （4）　出身高等学校調査書（1年間の欠席日数が10日以上の場合は、高等学校からの理由書も同封してください〈書式自由〉）
 ②　入学検定料　35，000円
　
5　出願期間　　

　　　令和5年11月1日（水）～11月7日（火）　郵送必着

6　試験日

 令和5年11月18日（土）

7　試験場

 生物資源科学部校舎

8　選考結果

 令和5年12月1日（金）13時
 インターネットによる合否案内

9　入学手続締切日

 令和5年12月11日（月）までに入学時納入金の振込を完了してください。

1　募集人員

 バイオサイエンス学科  14名／動物学科  9名／海洋生物学科  9名／森林学科  5名／環境学科  5名／アグリサイエンス学科  7名／
 食品開発学科  9名／食品ビジネス学科  9名／国際共生学科  9名／獣医保健看護学科  6名／獣医学科　5名

2　出願要件

 次の（1）～（3）のすべての要件を満たす者
 （1）　学科ごとに指定された高等学校を令和6年3月卒業見込みの者
 （2）　各指定学校内の推薦条件を満たし、高等学校の全体の学習成績の状況が3.5以上の者
 （3）　人物・学業ともに優秀で出身高等学校長の推薦を受けることのできる者

3　選考方法

 書類選考、確認テスト及び面接により総合的に判定します。
 ※ 確認テストについては、P3を参照してください。

4　出願手続

 ① 出願書類　　
  （1）　出身高等学校長の推薦書（本学部所定の用紙）
  （2）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
  （3）　推薦入学志願者調書（本学部所定の用紙）
  （4）　出身高等学校調査書（1年間の欠席日数が10日以上の場合は、高等学校からの理由書も同封してください〈書式自由〉）
 ② 入学検定料　35，000円

5　出願期間　　

　　　令和5年11月1日（水）～11月7日（火）　郵送必着

6　試験日

 令和5年11月18日（土）

7　試験場

 生物資源科学部校舎

8　選考結果

 令和5年12月1日（金）13時
 インターネットによる合否案内

9　入学手続締切日

 令和5年12月11日（月）までに入学時納入金の振込を完了してください。

学校推薦型選抜概要 学校推薦型選抜概要
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指定校制 公募制

1　募集人員

 バイオサイエンス学科  10名／動物学科  7名／海洋生物学科  7名／森林学科  4名／環境学科  4名／アグリサイエンス学科  5名／
 食品開発学科  7名／食品ビジネス学科  7名／国際共生学科  7名／獣医保健看護学科  4名／獣医学科　13名

2　出願要件

 次の（1）～（3）のすべての要件を満たす者（日本大学の付属高等学校等の在学生を除く）
 （1）　本学部を第一志望とし、高等学校、中等教育学校（後期課程を含む）又は文部科学省が認定する在外教育施設※を
 　　  令和6年3月に卒業見込みの者または令和5年3月に卒業した者
 （2）　人物・学業ともに優秀で出身高等学校長の推薦を受けることのできる者
 （3）　合格後は入学を確約できる者
 ※ 在外教育施設は令和5年3月～令和6年3月までに卒業、卒業見込みの者を含む

3　選考方法

 書類選考、確認テスト及び面接により総合的に判定します。
 ※ 確認テストについては、P3を参照してください。

4　出願手続

 ①　出願書類　　
  （1）　出身高等学校長の推薦書（本学部所定の用紙）
  （2）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
  （3）　推薦入学志願者調書（本学部所定の用紙）
  （4）　出身高等学校調査書（1年間の欠席日数が10日以上の場合は、高等学校からの理由書も同封してください〈書式自由〉）
 ②　入学検定料　35，000円
　
5　出願期間　　

　　　令和5年11月1日（水）～11月7日（火）　郵送必着

6　試験日

 令和5年11月18日（土）

7　試験場

 生物資源科学部校舎

8　選考結果

 令和5年12月1日（金）13時
 インターネットによる合否案内

9　入学手続締切日

 令和5年12月11日（月）までに入学時納入金の振込を完了してください。

1　募集人員

 バイオサイエンス学科  14名／動物学科  9名／海洋生物学科  9名／森林学科  5名／環境学科  5名／アグリサイエンス学科  7名／
 食品開発学科  9名／食品ビジネス学科  9名／国際共生学科  9名／獣医保健看護学科  6名／獣医学科　5名

2　出願要件

 次の（1）～（3）のすべての要件を満たす者
 （1）　学科ごとに指定された高等学校を令和6年3月卒業見込みの者
 （2）　各指定学校内の推薦条件を満たし、高等学校の全体の学習成績の状況が3.5以上の者
 （3）　人物・学業ともに優秀で出身高等学校長の推薦を受けることのできる者

3　選考方法

 書類選考、確認テスト及び面接により総合的に判定します。
 ※ 確認テストについては、P3を参照してください。

4　出願手続

 ① 出願書類　　
  （1）　出身高等学校長の推薦書（本学部所定の用紙）
  （2）　出願確認票（web上で出願登録し、プリントアウトしたもの）
  （3）　推薦入学志願者調書（本学部所定の用紙）
  （4）　出身高等学校調査書（1年間の欠席日数が10日以上の場合は、高等学校からの理由書も同封してください〈書式自由〉）
 ② 入学検定料　35，000円

5　出願期間　　

　　　令和5年11月1日（水）～11月7日（火）　郵送必着

6　試験日

 令和5年11月18日（土）

7　試験場

 生物資源科学部校舎

8　選考結果

 令和5年12月1日（金）13時
 インターネットによる合否案内

9　入学手続締切日

 令和5年12月11日（月）までに入学時納入金の振込を完了してください。

学校推薦型選抜概要 学校推薦型選抜概要
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13

日本大学校友子女選抜概要

校友子女選抜の概要はこちらから
デバイスによって読み取れない場合があります

【学校法人日本大学が設置する学校】 ●日本法律学校 ●高等工学校及び工業専門校 ●東洋歯科医学校及び歯科医学校 ●東京獣医学校 ●専門学校令によ
る専門学校、専門部、高等師範部、高等専攻科及び師範専修科 ●東京高等獣医学校及び東京獣医畜産専門学校 ●専門学校令による大学 ●大学令による大
学及び予科、大学院及び選科 ●学校教育法（新学制）による大学、大学院及び短期大学



バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

1　募集人員

 バイオサイエンス学科  2名／動物学科  2名／海洋生物学科  2名／森林学科  2名／環境学科  2名／アグリサイエンス学科  2名／
 食品開発学科  2名／食品ビジネス学科  2名／国際共生学科  2名／獣医保健看護学科  2名／獣医学科　4名

2　出願要件

 次の①～④のすべての要件を満たす者
  ①　本学部を第一志望とし、高等学校、中等教育学校（後期課程を含む）又は文部科学省が認定する在外教育施設※を令和6年3月に卒業
　　　　　　　 見込みの者または令和5年3月に卒業した者。ただし、獣医学科への出願は、父母または祖父母のいずれかが本学部獣医学科の卒業生で
　　　　　　　 獣医師の資格を有する者。 
  ②　次の（1）～（5）のいずれかに該当する校友の子女（法定血族を含む2親等内直系血族である者。ただし、法定血族の場合は、大学入学年度
　　　　　　　 の3年前の4月1日以前に養子縁組をしていること）であって、本学部への入学を第一志望とする者
  　　  （1）　学校法人日本大学寄附行為施行規則第8条に定める「学校法人日本大学が設置する学校」を卒業または修了した者
  　　  （2）　学校法人日本大学寄附行為施行規則第9条に定める推薦校友
  　　  （3）　学校法人日本大学が設置する学校に勤務を有する専任教職員または専任教職員であった者
  　　  （4）　学校法人日本大学の役員または役員であった者
  　　  （5）　学校法人日本大学の特別付属・準付属校を設置する法人に勤務を有する専任教職員または専任教職員であった者
  　　  　   　ただし、特別付属・準付属校を設置する法人は、令和5年4月1日現在のものとする。
  ③　人物・学業ともに優秀で出身高等学校長の推薦を受けることのできる者
  ④　合格した場合、本学部に入学することを確約できる者
  ※ 在外教育施設は令和5年3月～令和6年3月までに卒業、卒業見込みの者を含む

3　選考方法

　　　書類選考、確認テスト及び面接により総合的に判定します。　※ 確認テストについては、P3を参照してください。

4　出願手続

  ① 出願書類　　
  　　  （1）　出身高等学校長の推薦書（本学部所定の用紙）
  　　  （2）　出願確認票（web上で出願登録しプリントアウトしたもの）
  　　  （3）　校友子女確認書
　　　　　　　　　　 校友子女選抜を受験するには、出願前に日本大学の校友の子女であることの確認が必要となります。事前に「校友子女選抜概要」を
　　　　　　　　　　 入手したうえで、校友会本部事務局に10月24日（火）までに「校友子女確認書」の発行を申請してください。
  　　  （4）　推薦入学志願者調書（本学部所定の用紙）
  　　  （5）　出身高等学校調査書（1年間の欠席日数が10日以上の場合は、高等学校からの理由書も同封してください〈書式自由〉）
  　　  （6）　その他
　　　　　　　　　　 獣医学科志願者については、父母または祖父母が獣医師であることを証明できる書類（獣医師免許証のコピー等）   
　　　　　② 入学検定料　35，000円

5　出願期間　　

　　　令和5年11月1日（水）～11月7日（火）　郵送必着

6　試験日

 令和5年11月18日（土）

7　試験場

 生物資源科学部校舎

8　選考結果

 令和5年12月1日（金） 13時インターネットによる合否案内

9　入学手続締切日

 令和5年12月11日（月）までに入学時納入金の振込を完了してください。

●指定校制
学
校
推
薦
型
選
抜

16
29
50
7
12
10
19
36
8
30
ー
217

学科

15
18
27
5
12
9
13
18
8
12
ー
137

15
10
10
8
8
10
10
10
10
5
ー
96

16
29
51
7
12
10
20
36
8
30
ー
219

志願者数募集人員 受験者数 合格者数

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

36
17
21
13
20
32
30
23
10
0
0
202

学科

36
17
21
13
20
32
30
23
10
0
0
202

14
9
9
5
5
7
9
9
9
6
5
87

36
17
21
13
20
32
30
23
10
0
0
202

志願者数募集人員 受験者数 合格者数

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

1
1
6
1
0
1
3
4
0
1
16
34

学科

1
1
3
1
0
1
2
2
0
1
6
18

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
24

1
1
6
1
0
1
3
4
0
1
16
34

志願者数募集人員 受験者数 合格者数

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

10
15
44
6
4
4
10
16
7
17
92
225

学科

10
13
13
6
4
4
8
9
6
13
23
109

10
7
7
4
4
5
7
7
7
4
13
75

10
15
44
6
4
4
10
17
7
17
92
226

志願者数募集人員 受験者数 合格者数

総
合
型
選
抜

●公募制

●公募制〈校友子女〉

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
食品ビジネス学科
国際共生学科
獣医保健看護学科
獣医学科
計

307
218
363
149
169
143
231
127
78
79
798
2,662

学科

155
132
100
125
113
115
102
78
45
32
151
1,148

60
40
45
35
40
42
45
45
45
25
47
469

317
222
368
150
171
143
237
130
81
80
824
2,723

●第1期

志願者数募集人員 受験者数 合格者数A
個
別
方
式

109
54
110
38
56
36
61
25
40
34
350
913

学科

56
28
20
5
31
17
30
13
23
14
10
247

20
13
13
11
12
13
13
13
13
7
10
138

132
71
133
52
65
42
71
32
58
44
439
1,139

●第2期

志願者数募集人員 受験者数 合格者数

260
173
160
150
171
147
176
159
109
92
255
1,852

学科

27
12
14
14
10
43
15
32
55
6
22
250

8
5
6
5
5
5
6
6
6
3
5
60

288
190
177
165
188
167
198
173
119
98
307
2,070

●第1期

志願者数募集人員 受験者数

67
40
40
57
41
36
34
49
51
27
119
561

学科

13
14
5
5
12
10
9
17
17
5
3
110

7
5
5
5
5
5
5
5
5
2
3
52

76
49
54
68
53
41
38
54
62
32
156
683

●第2期

志願者数募集人員 受験者数N
全
学
統
一
方
式

合格者数 合格者数
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令和5年度 入学者選抜データ日本大学校友子女選抜概要

校友子女選抜の概要はこちらから
デバイスによって読み取れない場合があります



入学者選抜に関する問い合わせ
生物資源科学部 入学センター  
TEL 0466ｰ84ｰ3812（直通）　E-mail  brs.nyuushi@nihon-u.ac.jp

入学手続時納入金の納入方法について

入学者納入金は下表のとおりを予定しています。出願前に改めて募集要項でご確認ください。
入学金を除く授業料等の納入金は原則として2年次以降卒業年次まで、入学年度と同額です。

本学部に合格し、入学手続を行う場合は、入学手続期限内に所定の納入金を一括して振り込んでください。ただし、一般選抜A個別方式
第1期・N全学統一方式第1期については、他大学または日本大学の他学部・短期大学部（学科）を併願している場合、入学手続期限内に
入学申込金（入学金相当額）を納入することにより、入学手続を延期することもできます。この手続を二段階手続といいます。

入学者納入金 （予定） （単位：円）

納入区分

後期学費
（納入期限９月）

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

後期学費
（納入期限９月）

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

学科

獣医学科

食品ビジネス学科
国際共生学科

バイオサイエンス学科
動物学科
海洋生物学科
森林学科
環境学科
アグリサイエンス学科
食品開発学科
獣医保健看護学科

入学金 授業料

260,000

ー

260,000

ー

425,000

425,000

750,000

750,000

入学金及び前期学費
（入学手続時納入）

後期学費
（納入期限９月） ー 525,000

実験実習料

150,000

150,000

50,000

50,000

75,000

施設設備資金

175,000

175,000

85,000

85,000

100,000

校友会費（準会員）

ー

ー

10,000

10,000

ー

後援会費

15,000

15,000

15,000

15,000

15,000

合計

1,360,000

1,090,000

575,000

845,000

715,000

入学者納入金

学部オリジナル動画、公開中！

動画はこちらから
デバイスによっては、

読み取れない場合もございます。

地球の未来を見つめて、
ずっと前から、SDGsな学部です。
2030 年までの達成をめざし、世界中で取り組みが進められている持続可能な開発目標が「SDGs」です。
日本大学生物資源科学部は、このSDGs に先駆けて、
持続可能な社会を実現するための活動を、学部を挙げて展開。
その多彩な取り組みを、楽しく紹介する動画も公開していますので、
ぜひ、学部ガイドブックと併せてお楽しみください！

日本大学生物資源科学部
NIHON UNIVERSITY College of Bioresource Sciences 

260,000 525,000 75,000 100,000 10,00015,000 985,000

日本大学生物資源科学部
バイオサイエンス学科／動物学科／海洋生物学科／森林学科／
環境学科／アグリサイエンス学科／食品開発学科／食品ビジネス学科／
国際共生学科／獣医保健看護学科／獣医学科

NIHON UNIVERSITY College of Bioresource Sciences

受験ガイド
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